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夢 窓 疎 石(1275-1351)

生 き な が ら に して 此 の 世 で 己 を 葬 る 術

村 本 詔 司

は じ め に

本稿 は,2006年5月 に花 園大 学 で 開催 され た同大 学 の 禅 的 教 育 研 究所 が 主 催

す る仏 教 と心 理療 法 に 関 す る 国際 会 議 で 発 表 した"MusoSoseki(1275-1351):

TheArtofBuryingOneselfAliveintheWorld"を 筆 者 自身 が邦 訳 し,加 筆 修
1)

正 したものである。夢窓疎石は,そ の重要性にもかかわらず,道 元 らと比べて

海外ではあまり紹介されておらず,ま た,聴 衆の多 くが日本の歴史にそれほど

通 じてはいないと思われる外国人であることから,筆 者は,本 誌の読者にとっ

ては自明のことかもしれないことも含めて,こ の禅僧について紹介することに

意を注いでいる。このことを最初に断っておきたい。

夢窓疎石 とは誰か

西芳寺(一 般には苔寺として親しまれている)と 天竜寺は,き わめて美 しい庭園

があるということで有名な京都の禅寺であり,毎 年,多 くの観光客が訪れる。

ただし,西 芳寺の場合は,拝 観が宗教的な性格のものであることを訪問客に理

解 させ ようと,彼 らに写経を課している。

この二つ の寺 をともに開 き,ま た,そ の庭 を造ったのが夢窓疎石(1275-

1351)で あ り,彼 は日本の臨済宗の伝統,さ らには,日 本文化一般でもっとも

重要な人物の一人である。夢窓国師とも呼ばれているが,そ れは彼の弟子には
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天皇や将軍など,国 家の指導者が含 まれていたからである。彼は7回 も国師号

を賜っている。彼 らに求められもして,夢 窓疎石は鎌倉,京 都その他の地に多

くの寺を開いた。先達で,臨 済宗の創始者である栄西(1141-1215)や,曹 洞宗

の創始者の道元(1200-1253)と 違い,一 度も中国に留学 しなかったが,中 国仏

教の最新の知識に通じ,直 接的あるいは間接的に中国の禅僧(た とえば,中 峰明

本ら)た ちとの同僚 との交流 を楽 しんだ。

夢窓疎石は単に宗教上の指導者,老 師であるだけでなく,す ぐれた漢詩や和

歌をうたう詩人,達 者な文筆家,自 分の寺の庭 をデザインする芸術家 でもあり,

その後の禅寺の庭のモデルを提供 した(枡 野,2005)。 彼の主著である 『夢中問

答』(1976)は 今では英語でも読める(1994)。 ただ し,残 念ながら,思 想的な

エッセンスを表しているところだけを抜き出しただけのもので,歴 史的,文 献

学的な説明は,訳 者による序文での簡単な説明を除いて,ほ とんどすべて省略

されている。 しかし,夢 窓のように,歴 史にもまれなが らその思想 を形成 し

てきた禅僧の場合,こ れを理解するうえで歴史的,文 献学的な説明は欠かせな

い 。

夢窓疎石 における仏教 と心理学

心理学者にとって興味深いことに,夢 窓疎石の人生は,葛 藤に満ちた世界で

の霊的かつ心理学的な生存(surviva1)の 興味深い例 を提示 している。今 日の

生理学的,心 理学的知見 によれば,ス トレスにさらされるだけで人が病気にな

るというのはあまりにも単純な説明である。む しろ,ス トレスに対 してどのよ

うな信念のもとで,ど のようなスタイルあるいはス トラテジーで対処するかと

いった主体側の要因が,ス トレス源(stress・rs)自体 と同じぐらいに重要であ

ることが知 られている。

以下に示すように,夢 窓疎石の人生は誕生から死 に至るまで実に波乱に満ち

ているが,そ うしたス トレスに満ちた状況を彼はすぐれた仕事を残 しながらい

かに生きのびたのだろうかと問われねばならない。読者に予め展望を与えるた
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めに先取 りして言 えば,彼 の対処法はきわめて逆説的ではあるが,仏 教 の大筋

から外れるものではない。すなわち,こ の世に自らを死なせることでこの世を

生き延びたと言える。彼の人生を読み解 くうえで,死 はまさにキーワー ドであ

る。

これ と関連するが,彼 の思想 は,た とえば,『夢中問答』での 「いまだ心地

を悟 らざる人は,た とひ種々の善をなせども,皆 有漏の善 となるな り」(夢窓

1976,72頁)と いう言葉か らも明 らかなように,心 理学的洞察に満ちている。

彼にとって最終的な拠 り所は心であ り,倫 理は,心 についての理解,自 覚 とし

ての心理学に基づかねばならないというのである。

アメリカ仏教の主な特徴の一つは心理学 との強い結びつきであるが,忘 れて

ならないのは,仏 教自体がもともと,西 洋的な意味ではないにしても,心 理学

のシステムだということである。それゆえ,ア メリカ仏教は現代の文脈 におい

て仏教が本来のアイデンティティを回復する一つの企てと見ることができよう。

それだけに,日 本においては心理学者と仏教徒がお互い,一 見あまり関心がな

さそうであるのは理解に苦 しむ。色々な要因が絡んでいるのであろうが,こ の

問題に立ち入ることは本稿の意図ではない。

いずれにせよ,夢 窓疎石の仏教思想は根本的に心理学的であるが,彼 の心理

学 とで も呼べそうなものは,大 乗仏教の根本教理から顕著に逸脱するものでは

ない。すなわち,彼 は,誰 にも生まれながらに仏性,あ るいは,自 性清浄心,
2)

彼自身の表現では,「本心」あるいは 「本分」があると信 じているのである。

公案などさまざまな仏道修行,さ らには,経 典でさえ,た だただ,こ の根本

的事実に気づかせるように工夫されているにすぎない。これらはすべて方便,

あるいは,元 来は五祖弘忍(601-713)が 語ったとされ,夢 窓疎石が好んだ比喩

を使 えば,「小玉を呼ぶ手段」 にほかならない。小玉は,外 出を許されないあ

る深窓の令嬢に仕える女中である。愛する男が家に近づいてきたことを知った

彼女の女主人は声を挙げて小玉に色々とどうでもいい用事を言いつけるのだが,

その本来の意図は,こ の家の奥に自分がいることを恋人に気付かせることにほ

かならない。夢窓疎石は,仏 道修行や経典も元来はそのようなものではないか
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というのである。仏教を含めて宗教は一般に今 日の世界では,教 義や儀式,教

団への所属などといった形式的側面 と同一視 されている。そして,こ れらに不

信の念を持ちなが らも,己 の宗教的欲求を抑えることのできない現代人は,そ

れらとは関係がなさそうに見える人間の心そのものに着目し,自 分の内的体験

をもっぱら拠 り所 とする。それゆえ,形 式的なものをあくまで悟 りへの手段以

上のものとはしない夢窓疎石のスタンスには,現 代人にアピールするものがあ

ると言えよう。

他方で,夢 窓疎石は,宿 命論者ではないが,我 々が,前 世のそれも含めてカ

ルマにいかに強 く決定されており,そ れを転 じることがいかに困難であるかを

強調するのも忘れない。これらの考えも,他 の重要な仏教者たちと共有されて

お り,今 日の深層心理学における心理学的決定論 と比較する価値がある。実際

西洋の初期の精神分析家が仏教に共感 した理由の一つは,そ の心的決定論であ

る(Slln1924)。

夢窓疎石の著作 には,法 華経,華 厳経,円 覚経など,た くさんの経,典ならび

に語録が広 く引用されている。彼は禅仏教の伝統をよく自覚 し,現 代の知識人

と違い,自 分の独創性よりはむしろ伝統への関与とそこでの位置に心を砕いて

いたのである。

夢窓疎石の仏教の特徴

彼の仏教のユニークさは第一に,一 党一派に偏ることを嫌い,普 通なら強い

対立にな りそうなものに対 して二分法を克服 しようとする総合的なスタンスに

見ることができよう。宗教的なことに関していえば,仏 陀と衆生,悟 りと輪廻

あるいは妄想,世 間と出世問,教 と禅,禅 宗 と他の宗派(た とえば真言宗,浄 土

宗),世 俗的なことについて言えば,平 家 と源氏,天 皇家 と武家,南 朝 と北朝,

足利尊氏と足利直義,蒙 古 と日本などである。彼は,敵 味方 を問わず,戦 死 し

た者らの霊を慰めるために,足 利直義に命 じて全国66ケ所に安国寺利生塔 を建

てさせている。「専修念仏」や 「只管打坐」といった表現が示唆するように,
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特定の方法あるいは立場に専念することが強調された時代にあって,一 見対立

しあうかに見える二つをともに大切にする夢窓疎石の生き方は注 目に値する。

このようなスタンスは,ユ ングにおける超越機能(transzendenteFunkti・n)

や象徴的態度(symb・1ischeEinstellung)と 比べられよう。ユングによれば,対

立しあうものの問にあって早急にどちらかを選ぶことをせずにじっとその緊張

に耐えているならば,い つか両者を和解させるような象徴が患者自身に自然と

経験されるようにな り,こ れこそが心理療法の核心をなす経験だとい うのであ

る(Jung,1916/1958)。

第二に,今 述べたことと関連するが,夢 窓疎石 には,自 分の悟 りを芸術作品

に表現 しようという強い性向があり,そ こから,京 都の官寺の禅僧たちによる

文学運動 としての五山文学が生まれた。それは,曹 洞宗僧侶の庭師である桝野

自身が指摘するように,只 管打座に徹する曹洞禅と違い,悟 りの証明を求める

臨済宗の禅の根本特徴 と言えるかもしれない。夢窓疎石のこの強い芸術的創造

性が,日 本の禅文化,ひ いては日本文化の発展 と性格にほとんど決定的な役割

を果たすのである。

本稿では,夢 窓疎石の生涯を概略することで,彼 の思想の伝記的,歴 史的背

景,お よび,7世 紀後の我々の時代における仏教 と心理学のインターフェース

にとっての意義を示唆 したいと思う。彼 の生涯 を描 くにあたっては,主 に,

『年 譜』と 『西 山夜 話』に依拠 す る。この二 つは ともに,甥 の春屋 妙龍

(1311-88)が 書 い た と され てい る。春 屋 は相 国寺 の開 山 で,三 代 将 軍

(1358-1408),足 利義満の顧問であった。これに,必 要に応 じて,筆 者の方で

の心理学的注釈を加えることにする。

夢窓疎石の時代

夢窓疎石の時代は,日 本がまだ国家 として根本的な変動を経験 していた時代

であり,日 本の中世と呼ばれる。政治の覇権はすでに皇室や貴族から武家に移

り,10世 紀後半になってはじめに平家が,次 に源氏が,平 家 との一連の戦いの
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後 に 国 を支 配 し,そ の 指 導 者 で あ る源頼 朝(1147-ll99)が1192年 に武 家 の最 初

の政 権 で あ る鎌倉 幕 府 を開 き,鎌 倉 時代 が始 ま っ た。 しか し,幕 府 を開 い て わ

ず か10年 で主 導権 は,源 氏 か ら元 来 は平 家 の北 条 氏 に移 った。 さ らに,天 皇家

と武 家 の 緊張 はな お持 続 して い た。 お ま け に,1274年 と1281年 に は,蒙 古 の軍

勢 に よっ て 日本 は もう少 しで侵 略 され そ う に な っ た。 国土 防衛 の 戦 い の た め に

幕府 は疲 弊 し,弱 体 化 し,内 部 崩壊 の危 機 に あ っ た。

幼 年 時 代

最初の元冠の翌年の1275年 に夢窓疎石は伊勢の国で武家に生まれた。父方は

源氏で,母 方は平家であった。それで,両 親は対立する氏族の出身であり,初

期の家族生活でのス トレス要因になった可能性がある。

男の子が4歳 のとき,理 由は明らかではないが,お そらく源平の対立が背景

にあって母親が深刻なアイデンティティ混乱 を起 こす ことになったのだろうか,

一家は伊勢から甲斐の国に逃れなければならなかった
。甲斐は山国で,源 氏の

本拠地の一つであった。

しか し,同 じ年に母親がそこで亡 くなった。観音信仰が厚 く,自 分の息子が

観音から授けられたものと信 じていた母親は,死 ぬ前に,将 来は僧侶 になるよ

うにと息子に言っていた。息子は,仏 教の真理,す なわち,地 上の権力だけで

なく愛する母 も含めてすべてが無常であるということを思い知っただけでなく,

母親から,仏 に仕える身になることこそ,自 分を死へ と追いやった世俗の苦 し

みから免れる唯一安全な道であるというメッセージをも受け取ったにちがいな

い。事実,彼 は後に,自 分が開いた多 くの寺に観音堂を建てている。彼は平和

主義者にならねばならなかったのだ。そして,幸 運なことに,彼 は,仏 教の素

養がある継母に育てられ,可 愛がられ,生 涯格別の愛情を抱いていたようだ。

彼は,生 まれ故郷 を失ったとはいえ,甲 斐の国でいわば第二の母を得たのであ

る。

彼の仏教の母胎 となったものが,対 立する集団の葛藤や生国か らの逃走と父

方の氏の本拠地への避難,及 び生前の母からの彼の将来の職業選択に関する願
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望 という幼少期の経験であったことは疑いない。

それだけでなく,甲 斐の自然もこれに加わっただろう。甲斐は,彼 が少年時

代 と青年時代のほとんどを過ごし,悟 りを開いてからも,修 行の場 として選ん

だ土地に類似 し,そ して,鎌 倉や京都の政治的権力者たちから繰 り返し招かれ

てからでさえも戻 った土地である。彼が後に作成した禅寺の庭園は,子 どもの

時以来慣れ親しんできた風景を取 り戻 し,表 現する企てであるのか もしれない。

夢窓疎石が甲斐の自然に,幼 児に喪失 した母性の象徴 を感 じ取っていたと勘 ぐ

ってもあながち的外れではなかろう。

出 家一一仏道修行の開始一

9歳 の聡明で才能に恵まれた少年は,父 親に連れられて,当 地の源氏にとっ

ての宗教的な中心である真言宗の寺,平 塩山に行った。僧侶になる修行を始め

るためであったが,お そらく亡母の願いに応えるものであったろう。母が亡 く

なって7回 忌を迎えた10歳 のとき,彼 は亡母の魂の平安 を願 って自分から法華

経を全巻読み,人 々を驚かせた。
　　

14歳 になった将来の国師は,九 想図の瞑想 を行った。これは,嵯 峨天皇の后

で,壇 林皇后(786-850)が 死に際して,絵 師に描 くように命 じた9枚 の絵から

成っている。それ らは,彼 女自身の命令通 りに嵯峨野に打ち捨てられた彼女の

遺体が時間を経るうちに朽ち果ててゆ く一連のプロセスを描いている。その瞑

想は,ど んなもので も,か りに生前美 しい身分の高かった女性でも,実 体がな

く,最 終的に自然の要素に還元されてゆくことを修行者に悟 らせ,そ れゆえ,

輪廻へ と通 じる妄想 を放棄させることを狙いとしている。

この瞑想の後,夢 窓疎石にはあらゆる人々が骸骨のように見えた。この瞑想

によって思春期の彼 は芽生えて くる自分の性的欲望,あ るいは,少 なくとも,

強い審美的傾向を克服 しようとしたのかもしれない。それゆえ,彼 が後に象徴

に満ちたきわめて美 しい禅の庭 を創造することに没頭 したのは,非 常に興味ぶ

かいことかもしれない。仏道修行にもかかわらず,あ るいは,む しろ,そ れゆ

えにというべきか,彼 の美の探求は放棄で きなかったのであ り,反 対に,そ こ
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から新 しい日本文化の形成に寄与することになったのである。

壇林皇后は,自 らが招いた中国僧,義 空のもとでだが,最 初に禅修業をした

日本女性 としても知られている。そのことを考えれば,智 曜の九想図瞑想は,

心理学的に言って,無 常 を焦点とする仏教を通 じて亡き母と自らを宗教的に結

びつける企てだったのかもしれない。

夢窓疎石の人生を決定した夢

19歳 のとき(1292),夢 窓疎石は当時の官寺の一つ,奈 良の東大寺 に行 き,

正式に受戒 し,智 曜(ち かく)と いう仏名を与えられ,真 言僧 として甲斐に戻

った。

その翌年,19歳 の若き僧侶は,自 分の職歴 と人生観にとってもっとも決定的

なことの一つを経験 した。当時,寺 で天台仏教を教えていた博学の僧侶が病気

になり,精 神が混乱 した状態で亡 くなったのである。秀才の誉れ高い智曜は自

らも学僧になることを志していたのであろうが,人 間存在の現実,特 に死の挑

戦を受けたときの学識の無能さに非常なショックをうけ,失 望 した。自分の形

成中のアイデンティティとキャリアに関する深刻な疑いにさらされたにちがい

ない。だからこそ,彼 はこれまでとこれからの道について考えるために100日,

部屋 にこもることを決心 したのであろう。
4)

この参籠が終わる三日前,彼 は以下のような夢を見た。ある見知らぬ老人が

現れて,彼 を,疎 山という名の禅寺へ,そ れから次に,石 頭 という禅寺へと連

れて行った。後の方の寺で,あ る老師が彼 を寺の内部に迎え入れ,彼 に菩提達

磨の絵 を描いた巻物を与えた。彼がそれを自分の懐にいれるところで目がさめ

た。彼はただちに,自 分の進むべき道が禅であることを理解 した。ただ し,教

と禅の総合,真 言 と禅の総合は一生涯にわたる根本テーマの一つとなった。

この夢をただしく評価するには,い くつかの歴史的注釈が必要である。禅宗

史上重要な人物はけっして夢のなかで智曜に,文 脈 とは無関係に神秘的に現れ

たのではない。夢は確かに心理学的体験 だが,同 時に,歴 史的体験で もあり,
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語っている文脈は異なるが,ユ ング自身が自伝で示唆するように,「歴史なし

に無意識の心理学はありえない」(Jung1961/62,S.209)。

伝記が示唆するように,智 曜はすでに,禅 についてなにが しかを,特 に,そ

の基本的な教義の一つである教外別伝 を聞いていた。 というのは,彼 が青年期

を過ごした時代は禅の受容へ とすでに熟 していたからである。1227年 に帰国し

た道元は,永 平寺が鎌倉か らは遠いとはいえ,す でに曹洞禅を確立し,幕 府は

禅仏教の導入に非常に積極的であった。北条時頼(1227-63)か らの誘いによっ

てだが,道 元の1247年 における鎌倉訪問と滞在 もその文脈で起こったのかもし

れない。 しかし,鎌 倉に大いに失望 した彼は結局永平寺に戻 り,政 治の中心地

とは徹底的に距離 を取るようになった。さらに,宋 代の偉大な中国の禅師たち,

たとえば,蘭 渓道隆(1213-1278)や 無学祖元(1226-1286)は,中 国を侵略 しよ

うとしていた蒙古の脅威から日本に逃れ,鎌 倉幕府によってその霊的導師とし

て,そ して,建 長寺や円覚寺といった重要な寺の住職 として迎え入れられてい

た。甲斐の国は鎌倉に近かったので,智 曜が禅の語録だけでなく,鎌 倉や,広

くは東アジアでの仏教の情報にも通 じていたということは十分にあ りうる話で

ある。

「夢窓疎石」の背景

夢 の 中 に出 て きた 寺 の名 前 で あ る 「疎 山」 は,疎 山 光 仁(837-909)と い う禅

僧 の 名 で,洞 山 良 介(807-869)の 弟 子 の一 人 で あ る。彼 は,自 分 の た め に寿 塔

(生 きている うちに作 る自分の墓)を 作 らせ た こ とで知 られ てい る。柳 田聖 山(75

頁)の 解 釈 に よれ ば,寿 塔 は疎 山 自身 に他 な らず,こ の も と にあ る考 え は,真

言宗 で 言 わ れ る即 身成 仏 で あ る。

「石 頭 」 も石頭 希 遷(700-790)と い う禅 僧 の 名 で,彼 は,頓 悟 を提 唱 す る南

宗 の創 始 者 で あ る六 祖 恵 能(638-713)の 弟子 で あ る。 『景 徳 伝 燈 録 』 に よれ ば,

石頭 は,心 と仏 と衆 生,般 若 と煩 悩 が 同 じもの で あ る ものの 違 っ た名前 に ほ か

な ら ない と語 った と言 われ て い る 。仏 教 と心 理学 の 関係 に対 す る我 々 の 関心 に
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も関連するが,こ の思想は夢窓疎石の著作にも繰 り返 し現れる。石頭は,直 指

人心 と見性成仏の例示 となる問答でもよく知 られている。「どうしたら解脱で

きますか」とある僧が問えば,彼 は 「誰が君を縛っているのだ」と問い返す。

「どうすれば清 らかになれるので しょうか」と問えば,「誰が浄土を汚してい

る」と来る。「どうしたら浬葉に至 りつけるのでしょうか」に対 しては,「誰が

輪廻 しているのか」 と反問される。ここには禅的心理学の真髄とでも呼ぶべ き

ものが如実に現れている。

智曜は,心 地覚心(1207-98)の もとで禅を学ぼうとした。この人は,入 宋 し

て無門慧開のもとで学び,彼 の 『無門関』を持ち帰 り,道 元から菩薩戒を受け,

さらに,密 教にも念仏にも通じていて人々の信仰を集めて紀伊に暮らしている

禅僧であった。一遍の時宗や普化宗とのつなが りも伝えられている。このよう

に他宗にも開かれているスタンスも智曜には魅力的に思われたのであろう。

智曜が当時の日本禅仏教の中心地である鎌倉 を目指さなかったのは奇妙に思

われるかもしれない。鎌倉は,智 曜が子 ども時代以来嫌う,あ まりにも血生臭

い政治の中心地だったからかもしれない。柳田聖山(1987)は,智 曜が子 ども

時代以来の真言への関与を維持したいという思いと,鎌 倉が当時流行になって

きていた新しいスタイルの宋朝禅 に一方的にかぶれていることに対 して彼炉批

判的スタンスをとっていたことも示唆している(112頁)。

しかし,紀 伊への途中で智曜は京都 にいる仲間の僧 を尋ね,そ の僧からの助

言に従って計画を変更 した。栄西が開き,道 元 もしばらく滞在 し,今 では道場

を備え,修 行のシステムを確立 していた京都の建仁寺にいる蘭渓道隆の弟子,

無隠円範(1230-1307)の もとで修行することにした。か くして,こ れまで避け

て きたかに見える宋朝禅に近づ くことになったのである。

この時期にこそ,あ の印象的な夢を思い出した智曜は自ら 「夢窓疎石」 と呼

び始めるようになった。疎 と石はそれぞれ,夢 で述べ られた二人の禅僧疎山と

石頭の最初の一字である。

「夢窓」の 「夢」だが,万 物の無常の隠喩としての夢は仏教においてはけっ

して新 しいものではな く,こ れまで多 くの仏教徒に用いられてきた。智曜もま
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た原 則 的 に は,こ の伝 統 に属 してい る。仏 教 で は夢 は,ど ん な に魅 惑 的 な もの

に見 え よ う と も,一 般 に,実 体 を欠 き,欺 購 的 で,そ れ ゆ え,当 て にす べ きで

な い も の と し て 理 解 さ れ て い る。 し か し,浄 土 真 宗 の 創 始 者 の 親 鶯

(1173-1262)や 華 厳 宗 を復 活 させ た 明 恵(1173-1232),そ れ に 時 宗 を起 こ した

一 遍(1239-89)と 同様 に
,夢 窓疎 石 も,夢 を真 剣 に取 り扱 い,そ れ に 自分 の生

き方 を定 め させ た。 彼 ら に と っ て夢 は啓 示 で もあ った の だ。

「窓」 は た だの 窓 で は な く,そ こか ら,世 界 とあ らゆ る ものが 夢 幻 とい う様

態 で 現 れ るパ ー ス ペ ク テ ィブ で あ る。柳 田 聖 山(1994)が 示 唆 して い る こ とだ

が,そ れ は 「虚 窓 」 に 由来 し,宋 代 の禅僧,郭 庵 梁 山 に よる 『十 牛 図』 の9枚

目の絵 「返 本 還 元 」 に現 れ る。 そ こ で は,人 の 目,耳,口 に障害 が あ ろ う と も,

自然 が 花 を 咲 か せ,葉 を落 と させ る こ とで 自然 自身 を示 す さ ま を描 い て い る

(22頁)。

そ れ ゆ え,彼 の名 前 「夢 窓疎 石 」 は明 らか に,真 言 の背 景 を持 ち な が ら も,

禅 の伝 統 に つ い て の十 分 な知 識 を備 え て それ を 自覚 してい る禅僧 と して の 新 し

い ア イ デ ンテ ィテ ィ を現 して い る 。

師 と悟 りを求めての遍歴

さまざまな師のもとで学ぶために鎌倉に行ってから,夢 窓疎石は京都の建仁

寺に戻 った。しかし,1299年 に一山一寧(1247-1317)が 元朝の公的な使節 とし

て中国からやってくるのを聞いた彼は再び鎌倉に赴いて建長寺にいる一山一寧

のもとで約3年 間修行を積んだ。

しかし,こ の師匠に完全 には満足しきれなかった夢窓疎石はよりよい師匠を

求めて鎌倉 を去 り,北 に向かった。彼が会うことを願っていたのは,無 学祖元

を継承 して,那 須の国の雲巌寺にいるはずの仏国国師,高 峯顕 日(1241-1316)

であった。師が鎌倉 に行 っていることを聞いた夢窓疎石はその冬,雲 巌寺に留

まってから,鎌 倉 に戻る旅を始め,1302年 には円覚寺で再び一山一寧に仕 えた。

しか し,何 度彼 に自己について教えを求めても,師 はお前にはもう与えるもの
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は何もないとい うだけであった。

1303年 に鎌倉の万寿寺で初めて高峯顕日に会ってから,夢 窓疎石は再び北方

への旅に出たが,悟 ることがなければ,草 木とともに朽ち果てようと心に誓 っ

ていた。鎌倉を発つ前に師は,世 間と出世間を少 しでも分け隔て していれば,

悟 りはないだろうと警告した。おそらく,金 剛界曼茶羅と胎蔵界曼茶羅の不二

という密教の教えのバ リエーション(柳 田1987,141頁)と 言えようが,こ れこ

そまさに,夢 窓疎石の生涯における根本的葛藤を示 し,作 品において常に中心

的テーマでありつづけた。

鎌倉への帰途,夢 窓疎石は常陸の臼庭というところで土地の外護者の家にし

ばらく滞留することを求められた。彼がちょっとした偶然で悟 りを開いたのは

その間のことだった。彼はこの経験 を詩に表した。興味深いことに,柳 田(同

書,120頁)が 指摘するところによれば,こ れは日本禅仏教史上,悟 り体験の最

初の詳細な記述で,そ こから五山文学に代表される禅文化が生 まれたのではな

いかとのことである。

鎌倉に戻 って1305年 に再び高峯顕 日に会い,自 分の理解のほどを師に披露 し

た31歳の夢窓疎石は,印 可を受けとり,師 の後継者となった。

聖 胎 長 養

注目に値することだが,博 士号を取得 したばか りの今 日の多 くの若い学者が

どこかの大学で就職口を見つけようと躍起になるのと違い,夢 窓疎石は鎌倉か

京都で華麗なデビューをせずに,た だちに甲斐に戻った。山国の甲斐は源氏の

本拠地で,愛 する実母を失い,継 母に愛されて育ったところである。彼はそこ

で浄居寺という小 さな禅密兼修の寺を開いた。その後彼は山地に隠遁 しなが ら

20年 を過ごすことになった。

悟 りを開いた僧が世俗の出世や栄誉を避けるのは別に夢窓疎石に独 自という

わけではな く,聖 胎長養という伝統に属 している。ここでの 「聖胎」は,悟 っ

たばか りの心 を指 し,「長養」は,人 々を輪廻から解脱 させることができるよ



夢窓疎石(1275-1351)生 きながらにして此の世で己を葬る術13

うになるには,多 くの時間が必要であることを示唆 している。特徴的なことだ

が,彼 は後に 『夢中問答』で繰 り返し,お そらく自戒 もこめてであろうが,名

利を求めること,そ の結果仏法が時の権力者への単なる奉仕に堕落することの

危険を警告 している。

この伝統は馬祖道一(709-788)に 始まるとされている。即心即仏 と語 り,そ

のことを理解 した者には特別な修行は何 も要 らないと言ったのは彼である。彼

の弟子の一人,隠 山は,師 の 「即心即仏」 という言葉 を聞くと,山 中に引きこ

もって,以 後,姿 を現 さなかったと伝えられている(柳 田,31頁)。 彼 も夢窓疎

石が大いに関心を抱いた禅僧である。道元自身,師 の如浄(1163-1228)か ら,

政治の中心地に住むな,権 力者に近づ くなと警告 されている(柳 田1981,64頁)。

夢窓疎石の同時代人で聖胎長養を実践 したのは,宗 峰妙超(1282-1337)で ある。

悟 りを開いてから彼は,京 の川原で乞食 に混じって20年 間過ごしたが,最 後に

は,幕 府に見つか り,大 徳寺の住職になった。

長年山地に隠居 したにもかかわらず,夢 窓疎石の評判は僧侶たちのあいだだ

けでなく,禅 に関心を寄せる政治指導者のあいだでも高まる一方であった。し

かし,彼 らが夢窓疎石を鎌倉か京都に呼び寄せようとするたびに,彼 は,い つ

も山奥だったが,次 から次へ と住処を変えた。その時期 に彼が開き,最 初の庭

を造ったのが,美 濃の永保寺であった。1314年 に彼はその内部に観音堂を建て

ている。

執権北条高時(1303-1333)の 母,覚 海夫人が夢窓疎石を鎌倉に招待 しようと

すると,彼 は1318年 に土佐に逃れた。2回 目の招請で始めて彼は応 じたが,鎌

倉近 くの三浦半島に小さな庵を建て,1322年 まで5年 間そこに,誰 とも会わず

に住み,さ らに上総の国に2年 半住んだ。南禅寺の住持になるようにとの後醍

醐天皇(1288-1339)か らの最初の要請も断 り,2回 目でやっとこれ を受け入れ

た。しかし,そ こに1年 いただけで,彼 は鎌倉に行って小 さな庵 に住み,1327

年には瑞泉寺を,そ して,翌 年には甲斐の国に恵林寺を開いた。両方 とも当地

の外護者,二 階堂道藻の援助 を受けてのことである。彼は両方の寺に庭を造っ

ている。
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入世間と政治的混乱時代

しかし,歴 史はいつまでも夢窓疎石に閑居を楽 しませなかった。彼 はますま

す京都にいる後醍醐天皇の皇室勢力 と,鎌 倉の武家勢力の政争に巻 き込まれざ

るをえなくなっていった。1333年 に鎌倉幕府は崩壊 し,天 皇が日本 を支配する

権力を取 り戻 した。後醍醐天皇は勅令で夢窓疎石を京都 に呼び寄せ,臨 川寺に

住まわせなが ら,翌 年には再び南禅寺の住持 を勤めさせた。しか し,わ ずか3

年後の1336年,こ れまで天皇に仕えていた足利尊氏が謀反を起 こし,別 系統

(北朝)の 天皇をたて,後 醍醐天皇は吉野へ と逃亡 しなければならなくなった。

それで日本は半世紀以上(1336-92)に わたって分裂 している南北朝時代の時代

となった。

興味深いのは,こ の政治的危機の時期における夢窓疎石の立場 とスタンスで

ある。南禅寺から臨川寺 に移った彼は,新 しい支配者,足 利尊氏から単純に天

皇側(敵 方)の 人間 とは見なされなかった。郷土を同 じくするということもあ

るが,天 皇と同様に足利尊氏 もまた,夢 窓疎石を自分の霊的導師として尊敬 し

ていたからである。それゆえ,夢 窓疎石は,敵 対 しあう最高の政治権力者同士

のどちらにも偏 らない道を見つけねばならなかった。

このスタンスは,ひ ょっとすると,実 母のそれに似ていたのかもしれない。

彼女と違 うのは,夢 窓疎石が霊的権威者 として認められているということだっ

た。明らかに,彼 は足利氏の支配する新 しい幕府に霊的かつ政治的な影響力を

及ぼ していた。すでに鎌倉幕府の北条氏 との関係で始まっていたが,よ きにつ

け,あ しきにつけ,そ のようにして,日 本臨済禅 と室町幕府の政治権力のつな

が りが深まっていった。

西芳寺の改造とその禅語録的背景

室町幕府ができて3年 たった1339年 には夢窓疎石にとって二つの重要なこと
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が起きた。一つは,京 都西山にある西方寺を械土寺 と合わせて改造 してほしい

と頼まれたことだ。西方寺は,元 々は行基(668-749)が 開き,浄 土宗の寺 とな

って後,荒 れ果てていた。この地域はもともと人々の死体の捨て場であった。

柳田の解釈が当たっているなら,夢 窓疎石はこの寺を自分の墓所 として設営 し

なお したのである。ただし,彼 はその後10年 以上も,以 前にもまして精力的な

活動的生活を送るのだが。だが,柳 田に言わせれば,夢 窓疎石の本来の関心事

は,生 きながらにして自己を埋葬する術 にあった(1977,27頁)。

一般には 「苔寺」 として知 られることの方が多い西芳寺を改造するにあたり,

夢窓疎石は宋代の中国禅の二つの古典的テキス ト 『碧厳録』 と 『大慧武庫』に

依拠 した。それぞれが夢窓疎石より5世 紀前(唐 代)の 人物を描いている。一

方は,南 陽慧忠(675-775),も う一人は亮座主である。

南陽慧忠は六祖慧能(638-713)の 弟子の一人で,『碧厳録』巻第二第十八則

によれば,悟 りを開いて後,世 俗の名利 を避け,40年 問山地に閑居 したが,自

らに帰依する第七代皇帝粛宗(在 位756-762)か らの三度目の招請(761)で やっ

と長安の宮廷 に赴 き,宮 廷で時折講義をしながら余生をそこで過ごした。

次の皇帝代宗(762-779)は 彼に 「国師」 という称号を与えて,老 人に他に何

か欲 しいものがあるかと尋ねた。老師は 「自分のために無縫塔を作ってくれ」

と答えた。その意味を分か りかねている皇帝に師は南方の耽源山中に隠れてい

る弟子を訪ねるようにと助言する。国師の死後,耽 源のもとを訪れた勅使は,

さらに謎めいた詩で答えた。

湘の南,潭 の北,

中に黄金有って一国に充つ。

無影樹下の合同船,

瑠璃殿上に知識なし。

デュモリンによれば,最 初の行は無縫塔の宇宙的レベル,す なわち,そ れが

どこにもあり,か つ,ど こにもないとい うことを,そ して,合 同船は大乗を表

している(Dumolin,1994,p.160)。

しかし,筆 者自身は柳 田とともに,よ り浄土的な方向で解釈 したい。すなわ
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ち,こ の詩に描かれているのはおそらく浄土,幸 福な死後の世界であろう。そ

の裏には,現 世での地上的な生 き方に対するラディカルな否定と批判がこめら

れているのではなかろうか。実際に寺を訪問して,庭 一面を包む苔の群れと水

がまったく動かない黄金池など,ま るでその寺だけ時間が止まってしまってい

るかのようであるのを見て感 を強くすることだが,西 芳寺全体がたしかに夢窓

疎石の墓地ではないか,と いうことだ。

夢窓疎石はこの詩からい くつものフレーズを使 って,西 芳寺内の庵やオブジ

ェに命名している。たとえば,湘 南亭,潭 北軒,瑠 璃殿,合 同船,影 向石など

である。彼は明らかに南陽慧忠に同一化 してお り,浄 土,あ るいは葛藤に満ち

た輪廻の世界からの解放 を希求 している。庭 を造ることで彼は,生 死の差別を

越えたパースペクティブを提供 し,地 上的生の彼方を示唆したのではなかろう

か。実際,西 芳寺に移住する直前に,夢 窓疎石は一種の遺言 とも言える 「臨川

家訓」を書いているが,そ れは,弟 子たちに対する厳 しい警告を内容 とするも

ので,仏 法を誰かに継がせることの断念を表し,つ まり,絶 法の宣言 と受け取

れる。彼が言うには,自 分か ら印可を受けたと主張する者は嘘つきだというの

である。

亮座主は,夢 窓疎石にとって重要なもう一人である。彼は経典と注釈書に関

する学者として高い評価 を得て有名であった。あるとき,馬 祖道一(709-788)

を訪れたときに次のような会話があった。馬祖か ら,ど んなお経を教えている

のか と聞かれたので,般 若心経だと答える。何を使って説 くのかと聞いて くる

ので,心 を使って説 くと答える。「どうして心を使 って説けるのか」とい うの

で,「 心が説けねば,虚 空が説けるか」と反論する。だが,馬 祖は 「いかにも,

虚空の方が説 く」 と答える。馬祖を無視 して壇から降りてゆこうとすると,馬

祖から呼び止められる。そこで振 り返ると,「振 り返った奴は何 ものだ」 と質

問を浴びせかけられる。そこで,座 主は突然悟 り,自 分の道場に戻って道場を

閉鎖 し,そ の後は西山に身を隠して消息 を絶ったと伝えられている。

無類の博学であった夢窓疎石は明らかにこの亮座主にも同一化 している。彼

もまた,学 問研究と仏道修行の総合に深 く悩んできており,修 行のために学問
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を捨てること,あ るいは少な くとも後者より前者を優先することの痛みを亮座

主とわかちあってきたからである。

5世 紀後,難 しい試験に合格 して将来を嘱望されている熊秀才 という青年が

たまたま,昔 亮座主が身を隠 した と伝えられている洪州西山のあたりを旅 して

いた。すると,あ る岩の上に亮座主を思わせる一人の禅僧が座っていた。5世

紀も前の人間がどうしてまだ生 きてここにいるのかと,い ぶか しく思いながら

もその僧 に彼は,あ なたは亮座主かと尋ねた。僧は黙って手を挙げ,東 の方を

指 したので,青 年もその方角を見た。雨はすでに止んでいたが,青 年が振 り返

ると,岩 の上にはもはや僧の姿はなかった。ただ,不 思議なことに,僧 が座っ

ていたあたりだけは濡れていなかった。西芳寺には,こ れに因んだ 「指東庵」

が今 も残ってお り,そ の横にあって上が平たい岩が,「座禅石」 と呼ばれる。

この寺の正式の名前は,「洪隠山西芳寺」なのである。

西芳寺の庭は下部 と上部に分かれている。下部の方が より古 くて,平 安時代

以来の 「池泉回遊式」で,心 の字の形をした黄金池のまわりをめぐるようにで

きており,瞑 想に適 している。

一方,「向上関」を越えて上ってゆくと,そ こは夢窓疎石 自身の創造になる

もので,枯 山水(も とは 「仮山水」と呼ばれた)に なっている。山も水 も別にな

いのだが,そ の石組みから,そ して,心 の目を通 じてそれ らを見るようにでき

ている。明らかにこれは,存 在 と非存在,夢 と現実の区別を超える夢窓疎石の

哲学の芸術的表現であり,ユ ングやウィニコットに通 じるものがあろう。この

スタイルはその後,天 竜寺,金 閣寺,銀 閣寺,竜 安寺など,京 都を代表する禅

寺の庭園の原型として取 り入れられていった。

天 竜 寺 の 造 営
一 敵対する者らの和解と政治経済への臨済宗の関与の深まり一

1339年 に起こったもう一つの夢窓疎石にとって重要な出来事は,後 醍醐天皇

が,京 都から遠 く離れた吉野で亡 くなる少 し前にある印象的な夢を見たことで

ある。その夢の中で南朝の天皇は僧の姿をして,今 の京都嵐山にある亀山の別
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荘に入った。天皇が実際に亡 くなってわずか2ヶ 月で,足 利尊氏のコントロー

ルを受けている北朝の光明天皇が,夢 窓疎石に亀山離宮を禅寺に造 り変え,そ

の寺の開山となって今は亡 き後醍醐天皇の霊を弔うようにとの勅令を発 した。

興味深いことに,当 時の日本の最高権力者であった足利尊氏は,夢 窓疎石の夢

によって,自 分の政敵と霊的に和解することへと心 を動か されたのである。

「天竜寺」 とい う寺のタイ トルは,尊 氏の弟で彼の協力者 である足利直義

(1306-52)が 夢で,黄 金の竜が川から現れて天へと昇って行 くのを見たことに

よる。夢窓疎石の弟子である直義は後に,『夢中問答』での質問者 として登場

することになったが,最 後は兄弟喧嘩のなかで兄に殺 された。

天竜寺は宗教的施設であるだけでな く,も ちろん,足 利氏およびその新 しい

室町幕府の権勢を世間に対 して政治的に誇示する働 きもしていた。そのために

も天竜寺が建造されはじめた。建設資金は,天 竜寺船 と呼ばれる船を用いた中

国との貿易を通 じて獲得された。それゆえ,皮 肉なことに,曹 洞宗 と違い,臨

済宗,特 に夢窓疎石以降のそれはますます政治と経済に癒着 してゆくことにな

った。

夢窓疎石の生涯は,全 体 としてみれば,葛 藤 と矛盾 に満ちている。すでに述

べたように,彼 は法系を途絶えさせたつもりなのだが,天 竜寺 と相国寺に保存

されている覚え書きによれば,彼 には1万3千 人の弟子がいたとされている。

禅僧が修行そっちのけで文芸や経典研究に耽溺し,満 足 していることをこのう

えなく厳 しい調子で非難 したにもかかわらず,五 山文学を代表する禅僧のほと

んどが彼の弟子であった。『夢 中問答』で夢窓疎石は,権 力者 に奉仕すること

を仏法の破壊として厳 しく僧たちに警告を発しながらも,そ の後の臨済宗は権

力者の帰依 と庇護を得ながら発展 していった。その先鞭をつけたのが夢窓疎石

自身なのだが,そ の動 きを決定的にしたのは,甥 の春屋妙龍だと言われている。

彼は芸術家肌の叔父よりもはるかに現実的,政 治的感覚にす ぐれ,如 才ない禅

僧であった。 しかし,鎌 倉から京都への禅の中心の移行と,室 町文化の形成の

ほとんどは夢窓疎石に負っていると言っても過言ではなかろう。そして,夢 窓

疎石の本来の意図がどうであったのであれ,日 本人,外 国人 を問わず,今 日
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我々観光客は彼の遺産に心を引かれ,そ れを楽 しんでいるのである。

この上なく心を重視 し,世 俗の権力 との癒着を注意深 く避けることを旨とし,

生前から自らの墓を建立することで死を先取 りしたはずの夢窓疎石が確立させ

た臨済禅が,曹 洞禅と違い,政 治権力 と深 く関わることになったということは,

歴史的文脈が異なることを十分 自覚したうえでのことだが,現 代 における心理

学の流行と,そ れが世俗の社会で果たしている役割を考えるうえで今後 とも参

考 に な る よ う に思 わ れ る 。

注

1)夢 窓 疎 石 の 肖像 画 は,相 国 寺 山 内 の 承 天 閣 美 術 館 の サ イ ト(http://www.

shokoku-ji.or.jp/jotenkaku/index.ht皿1)で 見 る こ とが で きる。

2)こ れ らは,ユ ング に お け る 「自己(Selbst,self)」 を 除い て,西 洋 の 従 来 の 心 理

学 で は ほ とん ど扱 わ れ て こな か った の で,日 本 の仏 教 者 が あ ま り西 洋 心 理 学 に 関

心 を寄 せ な い と して もそ れ ほ ど不 思議 で な い の か も しれ ない 。

3)「 九 想 の 図」 は 壇 林 皇 后 九 想 図 の サ イ ト(http://www.ne.jp/asahi/meitei/

pedantry/field/rakutou/kusouzu.htm1)で 見 る こ とが で き る。

4)あ らた め て言 うま で も ない こ とだ が,伝 記 に記 され て い る夢 の通 りに夢 窓 疎 石

が 見 た とい う保 証 は な い 。 普 通 の 人 の夢 の場 合 で もそ うだが,彼 の よ う に,臨 済

宗 の成 立 と発 展 に重 要 な役 割 を果 た した 人物 の夢 の場 合,臨 済 宗 側 の 教 義 と体 制

に都 合 の い い よ うに 脚色 され て い る 可 能性 は大 い に あ る。 この 夢 を記 して い る 甥

の春 屋 妙 芭 に と って,こ の 夢 は,五 山文 学 を生 み 出 して ゆ く自分 たち の グ ル ー プ

の正 統 性 を証 明 す る 意 味 を持 って い た の で は な か ろ うか 。
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